
はじめに

本書はあまり急がないでウェブアプリケーション（ウェブアプリ）の基礎とその周辺知
識を学ぼうという人のためのものです．以下に該当する方にお勧めします．

Ĺ 基本的なことがわかっていないような気がしている情報系の学生．
Ĺ ウェブアプリの作り方を知りたい．
Ĺ 実践的な例で Javaを勉強したい．
Ĺ Eclipseを使いたい．
Ĺ MySQLをちゃんと使えるようになりたい．
Ĺ 文字コードをちゃんと理解したい．
Ĺ ウェブアプリやMySQLの文字化けを解決したい．
Ĺ 国際化に対応したソフトウェア開発の基本を知りたい．

ウェブアプリの作成には，総合的な知識が要求されます．いわゆる情報技術 (IT)の初歩
として学習するようなプログラミング言語やデータベースを組み合わせて使うからです．
私たちは，ウェブアプリをそのような総合的な課題として扱っている教科書を探してい
ました．ウェブアプリの制作方法を解説した書籍はすでに数多く出版されているにも拘ら
ず，残念なことに，私たちの求めるものはありませんでした．詳しくは 1.4節 (p.6)で説明
しますが，既存の書籍は次のような点で不満でした．

Ĺ 扱う範囲が限定されすぎている．
Ĺ さらに学びたい人のための情報が少ない．
Ĺ 開発環境が貧弱である．
Ĺ 動作 OSが限定されている．
Ĺ セキュリティや文字コード，HTMLの規格に対する配慮が足りない．

膨大な参考文献リストを用意して，そこに挙げた文献を読んでもらうことにすれば，こ
れらの不満は解決できるかもしれません．しかし入門時には，参考文献リストよりも，コ
ンパクトなチュートリアルのほうが学習の効率はよいはずです．そこで，このような教科
書を作ることにしました．
コンパクトなチュートリアルといっても，本書は，週末に急いでウェブアプリのプロト
タイプを作らなければならないような人のためのものではありません．他の入門書に比べ
ると，学ばなければならないことがかなり多いという印象を持たれるかもしれません．し
かし，ソフトウェア開発は「1週間でわかる」とか「10日でわかる」というものではあり
ません．ですから，あまり急がずに学ぶのがいいと思います．次のような話もあります．
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はじめに

プログラミングを独習するには 10年かかる—Peter Norvig （文献 [37]）

私たちもこれに同意します．本書自体は 3日もあれば読めるものかもしれませんが，参
考文献などをたどって行けば，C言語の基礎しか知らない方が 1年ぐらいは楽しめるよう
にしたつもりです．

使用ソフトウェア

本書で主に使用しているソフトウェアを挙げます1)．

Ĺ Mozilla Firefox

Ĺ Java SE Development Kit (JDK)

Ĺ Apache Tomcat

Ĺ MySQL

Ĺ Eclipse + Web Tools Platform (WTP)

使用 OSは以下の通りです．

Ĺ Windows XP, Vista

Ĺ GNU/Linux

Ĺ Mac OS X 10.3以上

本書で利用するソフトウェアをすべてインストールしたGNU/Linuxのライブ CD用の
イメージファイルを用意しました．開発環境の準備が面倒な場合や，普段使っている PC

にソフトウェアをインストールしたくない場合にご利用ください（第 2章 p. 13を参照）．
本書についての質問や要望は，著者 (taro.yabuki@unfindable.net) にお送りくださ
い．サポートサイト (http://www.morikita.co.jp/soft/84731/)で対応します．このサ
イトでは，本書に掲載されているコードも公開しています．

2007年 7月
著 者

1) 動作確認したソフトウェアのバージョンは，Firefox 1.5および 2.0，JDK 5.0，Tomcat 5.5，MySQL 5，
Eclipse 3.2，WTP 1.5，OSはWindows XP, Vista，Mac OS X 10.3および 10.4，GNU/Linux（Slax

5.1.7b-2および 5.1.8.1-3）です．これらより新しいバージョンについては，できるかぎりサポートサイトで
補足します．
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1.2 本書を読む上での注意 第 1章

このような欠点があるとはいえ，インターネット上での利用を想定しないようなアプリ
ケーションでさえも，ウェブアプリとして実装する価値はあります．新たに学ばなければな
らないことはありませんし，後でインターネットネット上で利用しようということになっ
たときに，アプリケーションを修正する必要もありません．たとえば，7.6節 p. 69で紹介
する phpMyAdminは，インターネット上でデータベース管理システムを操作できるアプ
リケーションですが，そのような遠隔操作を必要としない人にとっても，使いやすいもの
になっています．
まとめると，「ウェブアプリは，サーバとクライアントの間の複雑なインタラクションを
可能にする技術で，その枠組みはウェブに限らず一般的なアプリケーションに用いること
もできる」ということになります．

■ 1.1.1 なぜウェブなのか
少し話を広げて，なぜウェブ (World Wide Web, WWW, Web )なのかということを考
えてみましょう．
インターネットの普及の速度は驚異的です．地上に限らず，人類の到達できるほとんど
の場所でインターネットを利用できるようになっています．ウェブは，狭義にはインター
ネットの一つの利用形態あるいはプロトコルですが，広義にはインターネットとほとんど
同じ意味になっているでしょう．
ウェブ上には膨大な知識が蓄積され，日々新しいサービスが展開されています．その
ウェブと人間の間にあるのがウェブアプリです5)．どんなに知識が蓄積されても，それが
人間にとってアクセスしやすいものになっていなければ何の価値もありません．ですから，
ウェブのユーザ・インターフェースであるウェブアプリをよりよくすることは，とても重
要なことです（この議論は単純化しすぎています．知識とインターフェースは分離できま
せん）6)．
このように，ウェブは人類の営みの重要な要素となっています．その重要な構成要素で
あるウェブアプリについて学んでもらうのが本書の目的です．

1.2 本書を読む上での注意
本書はウェブアプリについての入門書ですが，入門的ではない事柄も含まれています．
それらは，各コラムや章末の「より詳しく知りたいときは」で扱っています．初めのうち
は，これらはすべて無視してかまいません7)．文献を参照する [1]のような表記も無視して
ください8)．全体像を把握するのが先決です．

5) ウェブアプリと明確に区別できるわけではありませんが，人間ではなくプログラムに対するインターフェー
スがウェブサービスです．ウェブサービスは本書では扱いません．

6) このような視点からウェブについて深く考えたい場合は，文献 [33]が参考になります．同じ著者の文献
[38]もウェブ上の情報のあり方を考える際の必読書です．

7) 脚注も初めは無視してかまいません．
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第 1章 本書の目指すもの

全体像の把握のためには，図 1.3 (p. 10)のガイドマップも活用してください．読み進め
ていくうちに，自分が何をしているのかわからなくなったときは，ガイドマップに戻って
みてください．
バックスラッシュの字体は左上から右下への斜線を使っています（使用書体によって多
少変わりますが，字形は「\」のような形です）．日本の通貨記号（円記号「ě 」）と同じ字
形が使われることがありますが，バックスラッシュと円記号を区別できなくなるため本書
では使いません9)．
付録 B.1 (p.167) で詳しく説明しますが，Windows-31Jというのは文字コードのこと
です．Code Page 932 (CP932 )やMS932と呼ばれることもあります．この文字コード
は，間違って Shift_JISと呼ばれることが多いのですが，Windows-31Jと Shift_JISは別
のものです10)．

WindowsやMac OS Xと違って，GNU/Linuxにはさまざまな形態があります．本書で
想定しているGNU/Linuxは 2章 (p. 13)で紹介しているものです．自分のGNU/Linuxシ
ステムに開発環境を構築した場合には，設定方法や動作が本書とは異なる可能性がありま
すが，深刻な違いはないはずです．
本書の中でウェブ上の資料を紹介する際には，そのURLと併せて掲載しています．URL

が変わったり資料がなくなったりすると，URLを使ってその資料を閲覧することはできな
くなります．そのような場合には，資料のタイトルで検索すれば，新しい URLや検索サイ
ト上のキャッシュが見つかるでしょう11)．

表 1.1 本書の読み方の例（�：コラムと脚注をとばす）
コース 1 コース 2 コース 3

1章 本書の目指すもの � � ©
2章 クイック・スタート 付録 Cでもよい 付録 Cでもよい ©
付録 C 開発環境の構築 2章でもよい 2章でもよい ©
3章 ウェブページの書き方 1 � � ©
4章 ウェブページの書き方 2 � ©
5章 データの送信 � � ©
付録 A Cプログラマのための Java � � ©
6章 ダイナミックなページ生成 � � ©
7章 データベースの操作 1 � � ©
8章 データベースの操作 2 � ©
9章 データベースへの接続 前半のみ � ©
10章 ウェブアプリの例 � � ©
11章 Model, View, Controller � ©
12章 国際化 � ©
付録 B 文字コード � ©

8) 参考文献は p.212以降にまとめてあります．

9) キャプチャ画像には，バックスラッシュの字形が円記号になっているものがあります．

10) 符号化方式という意味ではどちらも Shift_JISです．

11) Internet Archive (http://www.archive.org/index.php) のようなサービスで見つかる資料もあるで
しょう．
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1.3 本書が前提にしている知識 第 1章

■ 1.2.1 本書の読み方
先に述べた注意をふまえて，本書の読み方を 3種類提案します（表 1.1）．これらのうち
のどれかを選択するというのではなく，まずはコース 1で概要をつかんで，それから初め
に戻ってコース 2で読んでいくという読み方でもいいでしょう．もちろん，これらにとら
われず好きなように読んでもらってかまいません．

1.3 本書が前提にしている知識
本書の読者には次の前提知識があることを想定しています．

Ĺ ネットサーフィンができる（ネットで検索する方法やハイパーリンクとは何かなど
ということは説明しません）．

Ĺ ファイルやディレクトリの基本的な操作ができる（ネットからファイルをダウン
ロードしたり，圧縮されたファイルを展開することも含みます）．

Ĺ C言語の基本的な文法を知っている．

■ 1.3.1 前提とするC言語の知識
C言語の文法については少し詳しく説明しましょう．
本書で前提としているのは，C言語（あるいは C++や Java）の基本的な知識です．C言
語の初学者がつまずくポインタや文字列についての詳しい知識は必要ありません（知って
いればより良いプログラムが書けるかもしれません）．たとえば，文献 [5]の第 1章「やさ
しい入門」がわかっていればそれで十分です．
いくつか例を挙げましょう．これが何かわかりますか？

int s=0;

整数型の変数 sを宣言し，値 0で初期化しています．
次はどうでしょうか．

int a[]={1,3,5};

a[2]の値は 5です（配列の添え字は 0から数えます）．
For文はどうでしょう．

for(int i=1; i<=100; ++i) s+=i;

変数 sの値は 1以上 100以下の整数の和になります（本書では 1行しかないブロックでは
{}を省略します）．

If-Else文はどうでしょう．

if(s%2==0) printf("even\n");

else printf("odd\n");
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第 1章 本書の目指すもの

変数 sを 2で割った余りが 0（つまり 2で割り切れる）なら “even”と，そうでないなら
“odd”と表示します．
最後は関数です．

int sum(int start, int end){

int s=0;

for(int i=start; i<=end; i++) s+=i;

return s;

}

これは，整数 startから endまでの和を返す関数です．使い方はわかりますか．
説明を読まないと意味がわからないものがあるなら，本書を読む前に C言語の復習をし
てください（C言語を学んだことがないなら，C言語ではなく Javaの入門書を読んでもい
いでしょう．ただし，薄い本を選ぶこと）．

1.4 本書の意義
「はじめに」で述べたように，私たちは，情報系の総合的な演習としてウェブアプリの
制作方法を学ぶための教科書を探していました．候補となる書籍はたくさんありましたが，
次のような点において不満を感じるものでした．

Ĺ 扱う範囲が限定されすぎている．
Ĺ さらに学びたい人のための情報が少ない．
Ĺ 開発環境が貧弱である．
Ĺ 動作 OSが限定されている．
Ĺ セキュリティや文字コード，HTMLの規格に対する配慮が足りない．

詳しく説明しましょう．
プログラミングの入門課程を修了している人が，ウェブアプリを制作しようというとき
に必ず学ばなければならないのは次のようなことで，多くの書籍は，これらをコンパクト
に紹介するだけにとどまっています（つまり，扱う範囲が限定されすぎています）．

Ĺ ユーザと対話する画面を記述するための HTMLと CSS

Ĺ サーバ側での処理を記述するためのプログラミング言語
Ĺ データを蓄積するためのデータベース管理システム12)

Ĺ これらの要素をつなぎ合わせる方法

掲載されているサンプルをそのまま入力して，本に載っている手順通りにセットアップ
すればウェブアプリが動く，というのが目的であれば，その達成は難しいものではありま
せん．しかしながら，いざ自力でウェブアプリを作ろうという段階になると，次のような
問題が発生します．

12) 多くのウェブアプリの入門書では，データベース管理システムは単にデータを保管する役割しか担ってい
ません．しかしながら，データベース管理システムでできることはそれにとどまりません．使いこなせるよ
うになれば，ウェブアプリ以外の場面でも，強力なツールになるでしょう．
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1.4 本書の意義 第 1章

1. プログラミング言語の知識が足りないために挫折する．
2. 開発環境が貧弱なために，開発が困難になる．
3. ウェブアプリやデータベースの設計方法を知らないために非常に複雑な実装になる．
4. セキュリティ・ホールだらけのウェブアプリを作成してしまう．
5. 文字化けを解決できない．

すべてを網羅した完璧な入門書というのはあり得ませんから，問題が発生するのは仕方
ありません．しかし，入門書では解決できないような問題が発生したときに，何か勘が働
くようにはなっていたいものです．そのためには，入門書の中にたくさんの「さらに学び
たい人のための情報」が必要です．

■ 1.4.1 プログラミング言語の知識
1番目の問題「プログラミング言語の知識が足りないために挫折する」は，「C 言語は
知っているけど Javaはよく知らない」という人によく起こります．ウェブアプリを制作し
ようとして Javaの知識が必要であることを知り，Javaを勉強しようと分厚い教科書を買っ
てきて，その分厚さに挫折する，というわけです．プログラミングの教育が，C言語では
なく Javaのようなオブジェクト指向言語で始まるようになれば，このような問題は起こら
ないのかもしれませんが，そうはなってはいないのが現実です．
ここに一つの提案があります．ウェブアプリ制作を Javaの入門教材として利用するので
す．C言語を知っている人が，Javaを勉強するために分厚い教科書を通読する必要はあり
ません．Java（あるいは Java型のオブジェクト指向プログラミング言語）のエッセンスだ
けを新たに学べばよく，そのための題材としてウェブアプリは最適なものの一つだと思わ
れます．
オブジェクト指向プログラミングの勉強ということを別にすれば，ウェブアプリの基礎
を学ぶ際に，プログラミング言語についてこだわる必要はありません．ウェブアプリは一
つのプログラミング言語を知っていれば作れるというようなものではありませんし13)，ど
んなプログラミング言語も，今日の形のままで使われ続けるということはないはずだから
です．ですから，「データ構造とアルゴリズム」や「正規表現」のような，プログラミング
言語が変わっても廃れないような知識を身につけることが大切です．
本書では，以上のことを考慮した資料として，「Cプログラマのための Java」という章
を設けました（付録 A p.147）．

13) 今日のウェブアプリでは，サーバ側で動く Java（あるいは PHP, Perl, Rubyなど）と SQL，クライア
ント側で動く JavaScriptと，少なくとも 3つのプログラミング言語が使われます．Google Web Toolkit
(http://code.google.com/webtoolkit/)のようなクライアント側も Java で書けるようにする試みや，
Java 6.0で導入されたスクリプト・エンジン (javax.script)によってサーバ側で JavaScriptを使えるように
する試みもありますが，SQLを Javaや JavaScriptのような汎用言語で置き換えることはできないでしょう．

7


